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研究成果の概要： 
 サイエンス型産業における大学研究者が果たす機能を明確化するために、代表的なサイエン

ス型産業の領域である、光触媒、有機ＥＬ、バイオの各領域における産学連携の取り組みとそ

の成果を収集した。その結果、大学研究者の持つ能力を論文生産性と特許生産性という２つの

指標によって総合的に評価することによって、連携の結果として企業側に得られる知識の多寡

が説明できることが判明した。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 1,500,000 0 1,500,000 

2008年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

総 計 2,700,000 360,000 3,060,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
 産学連携に関する研究を展望してみれば、
産学連携が企業に与える影響に関する研究
が急速に進んでいる。大学の科学研究が企業
のイノベーションにどのような影響を与え
るか、研究が蓄積され、産業貢献の視点から
効率の良い産学連携を実現するための条件
が明らかにされている(Powell, Koput et al. 
1996; Zucker and Darby 1996; Agrawal and 
Henderson 2002; Cohen, Nelson et al. 2002; 
Feldman, Feller et al. 2002; Mowery, 
Sampat et al. 2002; Murray 2002; 
Owen-Smith, Riccaboni et al. 2002; Shane 
and Stuart 2002; Thursby and Thursby 2002; 
Zucker, Darby et al. 2002)。 

 一方、大学の科学研究に対する影響として
は、産学連携による大学の研究規模の拡大、
基礎研究の活性化、そして研究人材の育成に
おける貢献の可能性が指摘されている(原山
優子 2003; 澤昭裕, 寺澤達也 et al. 2005)。 
 産学連携によって企業から大学へ研究費
や研究人材が提供されると大学の研究規模
が拡大し、大学の科学研究の水準が向上する
とされる。実際にも、イタリアの大学研究者
を対象にした実証分析によって、大学研究者
が企業からの委託研究を通じて研究資金を
獲得した結果、大学研究者の学術論文の生産
性が向上したとされる(Breschi, Lissoni et al. 
2005)。また、企業研究者が大学と共同研究
を行う際に予期されない科学的発見をして、
その成果が学会に提供されることによって
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基礎研究が活性化されることがある(Dosi 
1988; Nelson 1995; Murmann 2003)。 
 さらに、産学連携を経験した大学研究者の
方が論文発表の生産性が高いことから、産学
連携が大学研究者の育成に貢献する可能性
が指摘されている(Blumenthal, Gluck et al. 
1986)。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 サイエンス型イノベーションの成果を産
学官に属する特定個人の能力、その才能の特
異性に帰着させて説明することは誤りであ
る。科学的発見を市場ニーズと組み合わせて
新製品を生みだし、その市場化に成功してイ
ノベーションを実現するプロセスを正確に
理解するためには、産学官間に発生する複雑
な連携パターンがどのような知識をいかに
生成し普及するか、知識の生成・流通をシス
テムと見なし、その構造と機能を明らかにす
る必要がある。 
 以上のような問題意識の下、サイエンス型
イノベーションにおいては、大学研究者が果
たす機能は、知識の生産と流通という両側面
において、きわめて重要であることが、過去
の研究から示唆された（七丈・馬場 2006; 
Baba and Shichijo et. al, 2006）。本提案
は人間の限定合理性を前提に、産学官に属す
るさまざまな成員がネットワークを形成す
る過程で学習活動を行う際に生ずる、イノベ
ーションに関する幅広い知識を生成・普及す
るプロセスの仔細な分析と、科学的知識と産
業知識が生成・流通するメカニズムの定量分
析で、大学研究者がイノベーション活動に果
たす役割を明確化する。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 これまでの多くの研究では、大学研究者か
ら企業への一方向的な知識の伝播が存在す
ることが仮定されていた。勿論、知識を伝達
する仮定で大学研究者も学習を行い、それが
科学能力に良影響を与えていることが確認
されているが、それは派生的な効果として考
えられていたに過ぎず、その機能は明確化さ
れていないのが現状である。そこで、本研究
では、影響の双方向性（大学研究者の科学パ
フォーマンスと企業のイノベーション能力
の間の相互作用）と、大学研究者の知識の生
成・流通に果たす機能を明示的に導入した計
量モデルを作成することによって、大学研究
者が産学連携において果たす機能を明らか
にしようと考えた。 

 具体的には、産学官による知識の共創過程
を明らかにするために、本研究では連携と知
識生産の指標として、特許データと論文デー
タを併用した。産学連携で生産される知識の
中には、これら以外にも、ノウハウやトレー
ドシークレットとして蓄積される知識も存
在するが、それらを系統的に調査することが
困難であり、本研究では分析の対象としなか
った。特許や論文に現れる知識生産活動の中
でも特に「共同で発明人あるいは出願人に名
を連ねること」（特許の場合）、「共同で著者
として名を連ねること」（論文の場合）を連
携の指標として用い、連携と知識生産の間の
関係を抽出することとした。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 サイエンス型産業の代表例であるマテリ
アル分野を中心とす産業領域の中からいく
つかのイノベーション事例を抽出し、計量書
誌分析、特許分析を行い、大学研究者が企業
の競争力向上に果たした効果の定量的な分
析を行った。分析の対象とした分野としては、
光触媒、有機ＥＬ、バイオとなっている。 
 これらの分析の結果、大学研究者が持つ能
力を、特許生産性と論文生産性という２つの
軸によって分類することによって、企業側が
獲得する能力の多寡が説明出来ることが判
明した。 
 まず、論文生産性・特許生産性が共に高い
研究者を「パスツール型」と呼び、論文生産
性が高いものの特許生産性がそれほど高く
ない研究者を「ボーア型」（あるいは「スタ
ーサイエンティスト」）と呼び、特許生産性
が高いものの論文生産性が低い者を「エジソ
ン型」と呼び、以上のいずれにも該当した者
を「その他」と呼ぶこととする。 
 企業が得た効果を「当該大学研究者と共同
での特許出願数」とした場合、「大学研究者
は論文執筆が本務であって、特許出願は派生
的な結果に過ぎないため、論文数によって大
学研究者のアカデミック能力を測れば良い」、
という先入観に反し、論文執筆と共に特許出
願にも積極的なパスツール型の研究者が最
も多くの影響を与えることが判明した。 
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